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研究成果概要 
  宇宙線の加速・伝播機構の体系的な解明と近傍加速源・暗黒物資の探索を主な目的と
したCALorimeteric Electron Telescope (CALET)は、平成27年８月19日に「こうのとり
５号機」に搭載されて打ち上げられ、国際宇宙ステーション(ISS)の日本実験棟（きぼう）
船外実験プラットフォームに設置された。その後、約45日のチェックアウト期間を経て、
10月初旬より初期運用を開始し、2016年1月より定常運用に移行している。この間、現在
までにすでに６ヶ月以上にわたって観測が継続的に実施されている。そして、今後は打
ち上げ後２年間（目標:５年間）の観測により、研究目的の達成を図る計画である。 

  観測データは、ISSからNASAのリレー衛星（TDRSS）を経由して、米国NASA/MSFC
から筑波宇宙センター（TKSC）に伝送され、ネットワークを介して早稲田大学に構築し
た「Waseda CALET Operations Center(WCOC)」においてほぼリアルタイムでRaw 
Dataとして受信している。リレー衛星の不可視時間帯等に生じるテレメトリーの切断期
間の観測データは、一旦ISS上のデータ記録装置に保管される。そして、１時間単位で欠
損データ補完を行った観測データ（レベルゼロ:L0）を、科学解析用データとして受信し
ている。Raw Dataは、軌道上観測運用のモニターやガンマ線バーストの速報のために利
用し、L0データを用いて科学解析用の高次レベルデータの生成を行い、米伊を含む共同
研究者に配布して国際共同研究体制でデータ解析を実施している。軌道上観測運用のモ
ニターシステムや、L0データからの高次レベルデータ作成及び科学解析データ処理のシ
ステムは、すでにほぼ完全な状態で構築されており、今後の科学成果の獲得に向けて極
めて順調に研究が進展している。 

  今年度における共同利用の研究成果としては、特に大型計算機を利用した軌道上観測
予測やデータ解析に不可欠なシミュレーション計算の実施や、成果報告のための研究会
への参加などが挙げられる。これらの研究成果は、査読付き論文3編、宇宙線国際会議等
プロシーデイングス11編、及び国内外会議發表26編にて公表している。 
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